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問1 1932年、海軍の青年将校らが首相官邸を襲撃し、当時の犬養毅首相を暗殺した事件を何といいますか。 （2020年 福島県公立入試 類似）

1. 二・二六事件 2. 五・一五事件 3. 満州事変 4. 血盟団事件

問2 19世紀のイギリスは他国と同盟を結ばない「光栄ある孤立」を外交方針としていましたが、20世紀初頭にフランスやロシアと「三国協商」を結
び、協力関係を築くに至った背景として最も適切なものはどれか。 （2023年 福島県公立入試 類似）

1. イタリアがアフリカ北部へ進出し
たことで、地中海の制海権を巡る対
立が激化したため

2. 社会主義革命の影響でロシアが国
際社会から孤立し、イギリスがその
救済を求めたため

3. アメリカ合衆国がヨーロッパ諸国
との貿易制限を行い、経済的な封じ
込めを図ったため

4. ドイツの皇帝ヴィルヘルム2世が
、海軍の増強や世界政策を展開して
イギリスの脅威となったため

問3 明治時代初期の都市部を描いた資料において、洋風の建築物やガス灯が並び、馬車が走り、洋服を身にまとう人々が行き交うなど、西洋の生活
様式が積極的に取り入れられた様子が見られます。このような、社会が急速に近代化した現象を何と呼びますか。 （2020年 福島県公立入試 類似）

1. 殖産興業 2. 富国強兵 3. 文明開化 4. 自由民権運動

問4 成田国際空港における2020年の輸出統計を見ると、半導体等製造装置や電気計測機器と並んで、IC（集積回路）が輸出上位品目に含まれていま
す。これらの製品が、船舶ではなく航空機を利用して輸送される理由として最も適切な説明はどれですか。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. 製品が軽量かつ高価であり、輸送
コストを負担しても輸送時間を短縮
するメリットが大きいため

2. 製品の体積が極めて大きく、船舶
のコンテナには収まらない特殊な形
状をしているため

3. 製品が非常に重く、大型貨物船の
積載制限を超えてしまう恐れがある
ため

4. 鮮度の劣化が激しい生鮮食品と同
じ性質を持ち、数日以内の配送が義
務付けられているため

問5 鎌倉時代には一遍が「踊り念仏」を広め、日蓮が「法華経の題目」を唱えることを説くなど、新しい仏教が次々と誕生しました。これらの鎌倉
新仏教が共通して持っていた特徴や、民衆に普及した理由として最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. 文字が読めない民衆でも実践でき
るような、簡潔で分かりやすい教え
を説いた。

2. 山の中での厳しい修行や、高度な
学問を修めることのみが救いへの道
であると説いた。

3. 国家の保護を受け、巨大な寺院を
建立して鎮護国家の祈祷を行うこと
を重視した。

4. 遣唐使として中国へ渡り、最新の
文化や制度を日本に導入することを
目的に活動した。

問6 日本の国の財政において、税収の推移を示すデータを確認すると、企業の利益に対して課される法人税は、景気の好況・不況に合わせて税収が
激しく上下する傾向があります。これに対し、消費税が社会保障制度などを支える重要な財源として位置づけられている理由として、最も適切
な説明を選びなさい。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. 景気が悪化した際に、政府が税率
を即座に下げることで消費を刺激し
やすい性質を持つため。

2. 高所得者ほど高い税率が課される
累進課税制度により、所得の格差を
是正できるため。

3. 景気の変動による影響を比較的受
けにくく、年間を通じて安定した税
収が見込めるため。

4. 納税者と税を負担する人が同一の
「直接税」であり、国民の納税意識
を高めやすいため。

問7 日本の工業の地域的特色について、製造品出荷額の割合を示した資料に基づいた説明として、石油・石炭製品と印刷業の対比から考察した記述
のうち、正しいものを次の中から選びなさい。 （2019年 福島県公立入試 類似）

1. 山口県などの臨海部では鉄鋼業が
盛んなため金属製品の割合が高い一
方、大都市圏に近い地域では原料の
輸入に便利な石油・石炭製品の割合
が極めて高くなる。

2. 山口県などの臨海部では自動車の
組み立て工場が集中するため輸送用
機械の割合が高い一方、大都市圏に
近い地域では農産物の加工を行う食
料品工業が中心となる。

3. 岡山県などの臨海部では古くから
繊維工業が発達しているため衣類の
割合が高い一方、大都市圏に近い地
域では最新の半導体を製造する電子
部品の割合が高くなる。

4. 岡山県などの臨海部では石油化学
コンビナートにより石油・石炭製品
の割合が高い一方、大都市圏に近い
地域では情報の消費地に近い利点を
活かして印刷の割合が一定を占める
。

問8 オーストラリアから日本への輸入品目に関する説明として、統計上の特徴を正しく述べているものはどれですか。2016年の輸入額データでは、
上位3位までを鉱物・エネルギー資源が占め、第4位には農畜産物、第5位には別の鉱物資源が入っています。 （2018年 福島県公立入試 類似）

1. 第4位には中国から輸入されるこ
とが多い衣類が入っており、オース
トラリアの安価な労働力を背景とし
ている。

2. 第5位にはカナダからの輸入が中
心である小麦が入っており、南半球
との季節の違いを利用した輸入が行
われている。

3. 第4位には肉類が入っており、広
大な土地を活用した大規模な畜産業
による産品が重要な輸入項目となっ
ている。

4. 第5位には銅鉱が入っているが、
これはオーストラリアにおいて鉄鉱
石よりも産出額が多いためである。

問9 地球温暖化対策の国際的な枠組みである「パリ協定」は、1997年に採択された「京都議定書」と比較して、温室効果ガスの排出量削減を義務付
ける対象についてどのような特徴がありますか。 （2023年 福島県公立入試 類似）

1. 歴史的に排出量が多い先進国のみ
に削減の義務を課している

2. 経済成長を優先するため、途上国
には削減の努力義務を一切求めてい
ない

3. 世界全体の排出量の8割を占める
主要な排出国のみを対象としている

4. 先進国と途上国の区別なく、すべ
ての参加国に削減の取り組みを義務
付けている

問10 衆議院議員選挙などで導入されている「比例代表制」が、ドント式などの計算を用いて議席を配分することによって得られる政治的な効果とし
て、最も適切な説明を選びなさい。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. 各政党の得票率に応じて議席を割
り当てるため、死票を減らし、多様
な民意を議席に反映させることがで
きる。

2. 政党ではなく候補者個人への投票
を重視するため、地域に密着した政
治家の意見が通りやすくなる。

3. 得票数が最も多い第一党に議席が
集中するため、政権交代が起こりや
すく、政治の安定が図られる。

4. 得票数の少ない政党の議席を制限
することで、議会内での意見の対立
を防ぎ、迅速な意思決定を可能にす
る。

問11 北ヨーロッパのスカンディナビア半島北部など、北極圏に近い寒冷地で見られる住居の工夫について、建物の底を地面から離した「高床」の構
造にする目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 福島県公立入試 類似）

1. 大雨による河川の氾濫や、雪解け
水による浸水被害から生活空間を守
るため

2. 夏季の高温多湿な気候において、
床下の通風を良くして建物内に湿気
がこもるのを防ぐため

3. 地面からの地熱を効率よく室内に
取り込み、冬の厳しい寒さを和らげ
るため

4. 室内の暖房の熱が地中の凍土に伝
わり、土台がゆるんで建物が傾くの
を防ぐため

問12 山形県天童市で伝統的工芸品である将棋駒の製作が盛んになった歴史的背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2024年 福島県公立入試 類似）

1. 戦国時代に、城郭を建築するため
の余った木材を再利用したから

2. 明治時代に、西洋から輸入された
木工技術をいち早く取り入れたから

3. 江戸時代末期に、生活に困窮した
武士の副業として奨励されたから

4. 大正時代に、鉄道の開通によって
全国へ宣伝する広報活動が成功した
から
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

五・一五事件
1932年5月15日に発生したこの事件は、海軍の青年将校らが武装蜂起して首相を殺害したも
のです。これにより、1924年の加藤高明内閣から続いていた、議会の多数派が内閣を組織す
る「政党内閣」の慣例が終わりを告げました。1936年に起きた陸軍の青年将校による二・二
六事件と混同しやすいため、実行犯が海軍か陸軍か、対象が誰かという点に注意が必要です。

問2 答え 4
ドイツの皇帝ヴィルヘルム2世が、海軍の増
強や世界政策を展開してイギリスの脅威とな
ったため

ドイツが急速な工業化を背景に海軍力を強化し、イギリスの海洋覇権や植民地利権を脅かすよ
うになったことが最大の要因です。イギリスはこれに対抗するため、長年のライバルであった
フランスやロシアとの利害を調整し、対独包囲網である三国協商を完成させました。

問3 答え 3
文明開化

明治政府の近代化政策に伴い、欧米の文化や制度が急速に導入された現象を指します。食生活
でのザンギリ頭や牛鍋の流行、建築での煉瓦造りの導入など、人々の生活スタイルが伝統的な
ものから西洋的なものへと大きく変化しました。

問4 答え 1
製品が軽量かつ高価であり、輸送コストを負
担しても輸送時間を短縮するメリットが大き
いため

IC（集積回路）のような電子部品は、重量や体積に比べて価格が非常に高い「高付加価値製品
」です。このような製品は、輸送にかかる費用よりも、市場の需要に素早く対応するためのス
ピード（輸送時間の短縮）が重視されます。そのため、船舶に比べて運賃は高いものの、移動
速度が速い航空機による輸送が選択され、成田国際空港などの主要空港が貿易の拠点となりま
す。

問5 答え 1
文字が読めない民衆でも実践できるような、
簡潔で分かりやすい教えを説いた。

鎌倉時代は、戦乱や飢饉によって社会が不安定であり、救いを求める民衆が増加していました
。一遍の踊り念仏や日蓮の題目を唱えるといった教えは、従来の平安仏教のような複雑な理論
や厳しい修行を必要とせず、誰にでも実行可能な「平易な行」であったため、急速に広まりま
した。一方、空海などが開いた平安仏教は、主に貴族の現世利益や国家の安寧を祈る性質が強
いものでした。

問6 答え 3
景気の変動による影響を比較的受けにくく、
年間を通じて安定した税収が見込めるため。

法人税は企業の利益（黒字）に対して課されるため、不況時には大幅に税収が減少するリスク
があります。一方で、消費税は日常生活における商品の購入やサービスの利用に対して課され
るため、景気が悪化しても個人の消費活動がゼロになることはなく、税収が急激に落ち込むこ
とがありません。このように、景気の影響を受けにくく「安定した税収」を確保できるという
特性が、高齢化で増大し続ける社会保障費の財源として適していると判断されています。

問7 答え 4
岡山県などの臨海部では石油化学コンビナー
トにより石油・石炭製品の割合が高い一方、
大都市圏に近い地域では情報の消費地に近い
利点を活かして印刷の割合が一定を占める。

工業の立地にはそれぞれの特性があります。石油化学工業は原材料の輸入に便利な臨海部にコ
ンビナートを形成して大規模に展開されるため、岡山県や山口県などの沿岸部で石油・石炭製
品の割合が高くなります。一方、印刷業は情報の発信源となる企業や消費者が多い大都市圏の
近くに集まる「都市型工業」としての性質を持っており、大都市に隣接する県などでその割合
が比較的高くなる傾向があります。

問8 答え 3
第4位には肉類が入っており、広大な土地を
活用した大規模な畜産業による産品が重要な
輸入項目となっている。

オーストラリアの対日輸出は石炭や鉄鉱石といった鉱物資源が中心ですが、広大な土地を活か
した畜産業も盛んであり、牛肉を中心とした「肉類」が輸入額の第4位に入っています。また
、第5位には銅鉱がランクインしており、エネルギー資源だけでなく多様な金属資源を日本へ
供給していることがわかります。選択肢にある衣類は中国、小麦はアメリカやカナダからの輸
入が多く、設問の統計データとは一致しません。

問9 答え 4
先進国と途上国の区別なく、すべての参加国
に削減の取り組みを義務付けている

2015年に採択されたパリ協定は、先進国のみに削減義務を課していた京都議定書とは異なり
、すべての国が参加する公平な枠組みを目指して作られました。これにより、途上国も含めた
国際社会全体で温室効果ガスの削減に取り組むことが合意されました。

問1
0

答え 1
各政党の得票率に応じて議席を割り当てるた
め、死票を減らし、多様な民意を議席に反映
させることができる。

比例代表制は、小選挙区制に比べて「死票（落選者に投じられた、議席に結びつかない票）」
が少なくなるのが特徴です。ドント式によって得票数に応じた議席配分を行うことで、中小政
党も議席を得やすくなり、社会の多様な意見を議会に反映させることが可能になります。

問1
1

答え 4
室内の暖房の熱が地中の凍土に伝わり、土台
がゆるんで建物が傾くのを防ぐため

北極圏に近い寒冷地では、地下の土が一年中凍りついた「凍土（永久凍土）」の状態にありま
す。冬に室内で暖房を使用すると、その熱が床から地面に伝わり、地中の氷を溶かして地盤を
不安定にしてしまいます。地盤がゆるむと建物が自重で傾いたり沈んだりするため、あえて地
面から床を離すことで、暖房の熱が直接地面に伝わらないように設計されています。これは東
南アジアなどの熱帯で見られる「通風」を目的とした高床住居とは、目的が全く異なる点に注
意が必要です。

問1
2

答え 3
江戸時代末期に、生活に困窮した武士の副業
として奨励されたから

天童における将棋駒作りは、江戸時代末期の天童藩において、財政難で生活が苦しかった武士
を救済するために、藩が副業として推奨したことが始まりです。将棋は兵法にも通じることか
ら、武士の職務にもふさわしいと考えられました。これがのちに伝統産業として定着し、現在
に至ります。


